
 

 

５年■組 学級活動学習指導案 
 

授業者：●● ●● 
１ 取り上げる人権課題「東日本大震災に起因する人権問題」 
 
２ 取り上げた人権課題の背景と現状 

 

 

 

 

 

 

 

３ 児童の実態 
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４ 指導改善の手立て 

 

   

 
５ 事前・本時・事後の指導構想 
    
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 
 

本学級の児童は、生活の中において、根拠のないうわさに流されて、事実を確かめずに周囲に同調
してしまうことがある。そこで、以下の観点で児童の意識調査を行った。 

【アンケート調査等からみた本学級の実態】 
＜東日本大震災にかかわるアンケート＞ 

〈分析の観点〉 概ね思う 

東日本大震災によって被災した人を助けたい思う。 約 90％ 

放射線を浴びることは、恐ろしいことだと思う。 約 80％ 

福島の原発事故によって放射線を浴びた人と生活するのはなんとなく怖い。 約 60％ 

＜生活アンケート＞ 

〈分析の観点〉 概ね思う 

人から聞いたうわさ話を信じる。 約 70％ 

うわさ話を聞いたら、真実を確かめようとする。 約 40％ 

上記の結果から、本学級の児童は、被災した人々を助けたいという思いはある一方で、放射線を浴
び、被ばくした人とかかわることに抵抗があると考えていることが分かった。これは、事実を正しく
認識しておらず、「放射線は恐ろしいものだ。」という印象から判断していることが要因であると考え

た。また、学級の生活アンケートからは、はっきりした事実が分からない中でも、うわさを信じる傾
向もあることが分かった。 
そこで本時は、福島県から避難してきた人に対する差別問題の事例から差別が起きた原因を考えた

り、「自分が同じ立場だったら」と考える活動を通して、正しいことを知らないままに、周りの人の
意見やうわさに流されて行動してしまうことが差別につながることに気付くようにする。また、自分
たちの周りにも起こりうることに気付き、差別を許さず、自分で事実を確かめて、正しい知識で判断
し行動していこうとする態度を育みたい。 

2011 年３月 11 日に発生した東北地方太平洋沖地震と、それに伴って発生した津波によって福島第
一原子力発電所で事故が起き、放射性物質が大気中に放出された。そのため、多くの住民が避難生活
を余儀なくされている。このような中、避難先では、避難した人が「放射線がうつる」と小学校でい
じめを受けたり、ホテルでの宿泊を拒否されたりするなど、「福島県から来た」という理由だけで、
差別的扱いを受けている人たちがいることが分かった。これらは、放射線に対する知識が曖昧で、「放

射線を浴びるとどうなるか分からない」という不安から、根拠のないうわさに流され、事実を確かめ
ずに行動することが要因として考えられる。 

・どうして差別が起きたのかを考える中で、「どうして放射線はうつると思ったの。」などと問い返す
ことで、知識が曖昧なまま差別をしていることに気付くことができるようにする。 

・「自分にもそんな気持ちはないか。」と考えることで、自分の中にも差別につながる弱い心があるこ
とに気付き、自分の生活の中で具体的な実践策をもつことができるようにする。 

〈児童の活動と指導・援助〉            〈児童の意識〉 

〈事前〉短学活 
・福島第一原子力発電所の事故について学習する。 
・当時の新聞など使って放射線の被害等に関わる
学習をした。 

・放射線被ばくに対する意識調査を行う。 
 

〈事後〉短学活 
・福島第一原子力発電所の事故や復興に向けて
取り組んでいることなどについて調べる。 

 

・放射線の影響で、自分の家に住むことがで
きなくなった人がいることが分かった。 

・放射線を浴びると、体に悪い影響があるん
だな。怖いな。 

 
 
 

〈本時〉   学級活動  「被災した人々について考えよう」 

・差別を受けてつらい思いをした人もいるけれど
復興に向けて偏見をなくそうと頑張っているの
だな。もし間違ったうわさを信じている人がい
たら、正しいことを教えていこう。 



 

 

６ 本時の目標  
福島第一原子力発電所の事故による風評被害の事例を通して、根拠のない思い込みや偏見で差別する

ことが相手を深く傷つけていること、そうした意識は自分自身にもあることに気付き、他者の意見やう
わさに流されず、差別をなくすための実践策をもつことができる。  （思考・判断・実践） 
７ 本時の展開 
過程 主 な 学 習 活 動 見届ける視点(◇)と指導・援助 
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１ ＜第１資料＞福島県からの避難者への差別の事例を知り、感

想を交流し、課題をつかむ。 

 

 

 

 

 
 

 
 
・こんな悪口を言うなんてひどい。 
・福島から来たというだけなのにどうして避けられるのか。 

 

 

２ どういう思いから差別的な言動が起きたか、グループで交流

する。 

 ・新聞やニュースで、「放射線は危ない」と報道されていた。 

 ・自分も放射線で被ばくしたら怖い。 

 ・「放射線はうつるらしい」とみんなが言っていた。 

・詳しくは分からないけれど、放射線は危ないらしい。 

 ・福島から来たというだけで、嫌がっている。 
 ・みんなが言っているからといって正しくない行動をしてい

る。 
 ・本当に福島から来た人が危ないのか、考えていない。 
 
 
 

 
【確かにする場】 

 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

 

【学習成立を見届ける場】 

◇問題場面をとらえ、課題意識

をもっているか。 

（表情、つぶやき、発言内容） 

・事前に学習した内容を掲示し、

「放射線を浴びた人からとい

って放射線を出すようになる

ことはない。」という事実を基

に、差別に気付くことができる

ようにする。 

 
 
◇事実を確認せず、周囲の意見
に流されて行動することがす
ることが差別につながること
に気付いているか。 

（つぶやき、発言内容） 
・「どうして怖いと感じたの。」
などと問いかけ、気持ちを具
体的に出し合えるようにす
る。 

・グループで交流し、多様な意
見が出るようにする。 

・「どうして放射線はうつるなど
と思ってしまったのかな。」と
問いかけ、周りの意見に流さ
れてしまう気持ちに目を向け
ることができるようにする。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【評価規準】 

 
 

【人権教育の観点】 
周りの人の意見やうわさに

流されて行動するのではな
く、主体的に正しい知識を得
て、自分で判断し、行動しよ
うとする態度を育む。 

（行動力） 
＜そのための手立て＞ 
・学習活動３で、具体的に自
分の行動を振り返って考え
ることを通して、自分の中
の弱さを見つめ直し、「本当
はどうすることが大切な
の。」と問いかけることで、
差別をなくすためにどうし
たらよいかを考えることが
できるようにする。 

 

どうしてこのような差別が起きたのだろうか。 

福島県から他県に避難してきた小学生の兄弟が公園で遊んで
いました。方言を耳にした地元の子どもたちから、「どこから来
たの。」と聞かれました。兄弟が「福島から。」と答えると、み
んな「放射線がうつる。」「わー。」と叫び、逃げていきました。                                

 

３ ＜第２資料＞ふくしま希望市場の方の手紙を読み、差別を
なくすために大切なことを考える。 

 
 
 
 
 
 

T：みんなは、農家の方の問いかけを聞いてどう思うかな。 
 ・安全だと言われているのに、何となく福島県産のものを避

けたいと思う自分がいた。 
・本当のことを知らないのに、うわさを簡単に信じてしまう

ことがこんなにも人を苦しめているんだ。 
・自分も本当のことか知らないのに、うわさを流してしまっ

たことがある。そんな自分が情けない。 
  

正しいことを知らないままに、周りの人の意見やうわさ話
でみんなと同じように行動することが、差別につながる。 

周りの人の意見やうわさに流されず、自分の正しい知識で
判断し、行動する。 

４ 周りの人の意見やうわさに流されないようにするために、
自分にできる実践策をもつ。 

 ・今までに、うわさを信じてよくわからないままに、別の子
に話してしまったことがある。そういう行動が相手を傷つ
けてしまう。これからはうわさを聞いても、簡単に信じな
いようにしたい。 

◇周りの人の意見やうわさ
に流されることが差別に
つながることに気付き、
差別をなくしていくため
の実践策をもっている。 
（発言内容、記述内容） 

 福島県から他県に避難してきた子どもの保育園の入園が、「原
発に対する不安が他の保護者から出た場合、対応できない。」と
いう理由で断られていました。 

・「安全」を主張するための努力してきたこと。 
・放射線量が基準値より下回って安全なのに「福島県産」とい
うだけで買ってもらえない事例。 

・農家の方がうわさで悩み、苦しんだ思い。 
・事実が分からないのに、うわさ話をしたり周りの意見に流さ
れたことはないか、という問いかけ。 



 

 

解 説 

１．人権課題「その他の人権（東日本大震災に起因する人権問題）」を取り上げるにあたって 

 2011年 3月 11日に発生した東日本大震災によって，多くの住民が避難生活を余儀なくされています。

このような中，避難した人が「放射線がうつる」と小学校でいじめを受けたり，ホテルでの宿泊を拒否

されたりするなど，差別的扱いをされていることが分かりました。 

 自分たちの周りにも起こりうることに気付き，差別を許さず，自分で事実を確かめて，正しい知識で

判断し行動していく態度を養うことが大切である。 

 

２．本実践の指導上のポイント 

 本実践を行うにあたって，生活の中において，根拠のないうわさに流されて，事実を確かめずに周囲

に同調してしまうと差別問題に発展することがあることに気付くことが大切である。本実践では，東日

本大震災を経験し避難してきた人たちが受けた差別を通して，自分も正しい知識をもっていないのに，

周りに同調してしまっていたのではないかと考え，身近な問題としてとらえることができるようにして

いる。 

 【確かにする場】において，周りの人の意見やうわさに流されず，自分の正しい知識で判断し，行動

することが大切であるという自己啓発力を育てようとしています。 

 【学習成立を見届ける場】では，周りの人の意見やうわさに流されないようにするために，自分にで

きる実践策を考え，自己啓発力をより確かなものにするようにしています。 

 

 


